
校正用

日々新たに
先月 31 日に「食品ロス削減推進法」が公布されました。食べられるのに捨てられてしまう食品ロスを減ら

すための社会的な取組を進める法律です。日本の食品ロスは年間約 632 万トン。これは日本人全員が、毎日お

茶碗約 1 杯分の食べ物をゴミ箱に捨てていることになります。一方で、世界には 8 億 2100 万人の飢餓状態の

人々がいると言われています。そういった人々に対する世界からの食料援助の量が年間約 320 万トン。つま

り、日本だけでその 2 倍の量の食品ロスを生み出しているのです。

その他、こんなニュースも耳にします。外食産業の大手企業が、経営するレストランからプラスチック製ス

トローを順次撤去していくと宣言したニュース。それから、今月、環境省が、プラスチック製レジ袋の無償配

布を禁止する法令を速やかに制定すると発表したニュース。これらは、プラスチックごみによる海洋汚染が、

世界的問題になっていることに関連しています。

私達の回りには、ペットボトルやレジ袋など身近な使い捨てのプラスチック製品やプラスチックごみがあふ

れています。世界の海に既にあるプラスチックごみの量は 1 億 5000 万トンで、年間 800 万トンが新たに流入

していると推定されています。さらに、プラスチックが紫外線や波の影響で劣化して細かく砕けた 5mm 以下の

粒「マイクロプラスチック」の問題が取りざたされています。この小さなプラスチックの粒は、世界中の海に

広がり、魚や貝、海鳥の内臓からも見つかっており、それを食する人体への影響が懸念されています。

一般的に、日本のように多量のプラスチックごみや食品ロスを生み出す国は食料や物資が豊富にあり「裕福

な国」と言われ、食料や物資が不足して飢餓に苦しむ人たちが大勢いる国は「貧しい国」と言われます。けれ

ども、果たして、多くのものを持つことが「豊か」で、持たないことが「貧しい」ことなのでしょうか。

2012 年にリオ・デ・ジャネイロに世界 188 カ国の首脳が集まり、自然と調和した社会の発展や貧困の問題

について考える国際会議「持続可能な開発会議」が開催されました。その会議で最後に演台に立った南米の小

さな国の大統領がこう述べました。「貧乏な人とは、少ししか物をもっていない人ではなく、無限の欲があり、

いくらあっても満足しない人のことだ。」ウルグアイ東方共和国大統領ホセ・ムヒカの言葉です。

ホセ・ムヒカ大統領は、「世界で最も貧しい大統領」と呼ばれています。給料のほとんどを社会福祉団体や

慈善団体などに寄付し、残ったお金で質素な生活を送っていたからです。豪華な大統領官邸には住まわずに校

外にある農家に住み、服装にはお金をかけず自宅ではジャージ姿、ネクタイは一度もしめなかったそうです。

この世界で最も貧しい大統領のスピーチが終わったあと、参加者がみな一斉に立ち上がり惜しみない拍手を送

りました。そして、この時のスピーチは、「もっとも衝撃的なスピーチ」と呼ばれています。

ほんとうの「豊かさ」、ほんとうの「貧しさ」
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私達の暮らす日本では、スーパーやコンビニに商品が山積みされています。また、ネットショッピングで検

索すればどんな商品も見つけられて、ボタン一つで購入することができます。私たちは、欲しい物があればす

ぐに購入しようとし、新しいものが出れば、古いものを簡単に捨てて新たに買い揃えようとします。ホセ・ム

ヒカ大統領は、この「使い捨て社会」、「消費し続ける社会」に警鐘を鳴らし、底知れぬ欲求に支配され質素な

生活を忘れてしまっている人間とそれを助長する資本主義経済社会の問題点を指摘しています。

これは、環境問題や貧困問題など持続可能な開発に関わる問題であると同時に、直接、地球・人類の未来の

幸福に関係する問題でもあります。我々大人はもちろん、これからの未来を担う子ども達に、今一度、「本当

の豊かさ、貧しさとは何か」について、考えてもらいたいと思います。

校長 宮 田 聡



6月20日、地震による火災発生

を想定した防災訓練を実施しま

した。訓練には尼崎市北消防署

の方々に来ていただき、初期消

火の説明や避難の仕方について

の講評をいただいた他、水消火

器を使っての消火訓練を体験さ

せていただきました。

一昨日にも山形・新潟県で、

大きな地震が発生しています。

いつ災害が発生しても、災害に

対する心の備えをしっかり持っ

て、自分の身を自分で守れる防

災意識を、子ども達に育ててい

きたいと思います。

第６０回体育大会

6 月 8日、第 60回体育大会を開催しました。昨年に

続き天候が心配されましたが、前日までの雨にもかか

わらず、職員・生徒が協力して準備を行い、予定通り

開催することができました。

今年も各学級で製作した「学級旗」を掲げて入場行

進を行い、体育委員長の西谷小次郎君の力強い宣誓で

競技が開始しました。生徒達は、生徒会スローガン「潰

えぬ夢へ、燃え上がれ」の下、クラスが一致団結して

行進や学年演技に臨んでいました。

今年は 3 年生が、マスゲーム（組

体操）に挑戦をしましたが、生徒

達は皆やる気を出して取り組み、

演技を終えた後も、充実した表情

を見せてくれていました。

子どもたちの頑張りと保護者、

地域の皆さまの温かい声援で、す

ばらしい体育大会となりました。

本当にありがとうございました。

☆ 頑張る日新中生！☆

●第 69 回尼崎市民スポーツ祭 水泳競技大会

男子 4×100m ﾘﾚｰ 第２位

（市田,松本,神田,前田）

男子 4×100m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 第２位

（松本,永田,柴田,市田）

男子 100m 平泳ぎ 第２位 3-4 永田 一仁

男子 200m 平泳ぎ 第３位 3-4 永田 一仁

男子 50m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 第３位 3-5 柴田 剛志

女子 4×100m ﾘﾚｰ 第３位

（小西,大室,中川,森川）

女子 4×50m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 第１位

（小西,中村,大室,中川）

女子 200m 平泳ぎ 第３位 1-3 大室 澄玲

防災避難訓練

○体育大会成績○

1年

1位：2組 133 点

2 位：4組 120.5 点

2 年

1位：2組 122 点

2 位：4組 113 点

3 年

1位：3組 130 点

2 位：1組 116 点

Miss 日新 :3-2

松原彩夏 さん

Mr. 日 新 ： 3-1

大川涼輔 くん

Miss 日新 :1-1

前中里美 さん
Miss 日新 :1-4

高橋琉華 さん



月 火 水 木 金 土 日
１ 美化点検週間

チャイム着席週間

２ 美化点検週間

チャイム着席週間

３ 美化点検週間

チャイム着席週間

5ｈまで

４ チャイム着席週間

生徒会専門委員会

トライやる推進委員会

18:30～

５ 美化点検週間

チャイム着席週間

6h：BFC(1-3)

６ ７

８

生徒朝礼（集）

９

食育デー

１０ 個人懇談

朝学なし

（道，水２３,月６）

１１ 個人懇談

朝学なし

（木１２３４）

１２ 個人懇談

朝学なし

（金１２４，人権作文）)

１３ １４

１５

＜海の日＞

１６ 個人懇談

朝学なし

（火１２３４）

１７ 個人懇談

朝学なし

（道，金５,木６５）

１８ 朝学なし １９ 終業式

大掃除

集会、学活

２０

夏季休業日

～8/25

２１

２２ 2 年補習 ２３ 2 年補習

ﾁｬﾚﾝｼﾞｻﾏｰｽｸｰﾙ

２４ 2 年補習

ﾁｬﾚﾝｼﾞｻﾏｰｽｸｰﾙ

２５ 2 年補習

ﾁｬﾚﾝｼﾞｻﾏｰｽｸｰﾙ

２６ 2 年補習 ２７ ２８

２９ 3 年補習 ３０ 3 年補習 ３１ 3 年補習

（8/2 まで）

７月の主な予定

◎ 学級旗紹介 ◎

＜８月の主な予定＞ 8/11(日)～17(土)：学校閉鎖

8/22(木)：特別支援学級 3年生合同作業学習

8/26(月)：始業式 8/30(金)：たそがれコンサート(17:00～)

２年生

１年生



３年生

○ 学級旗コンテスト結果 ○

1 年

１位： １組 １８７点

２位： ３組 ４６点

2 年

１位： ２組 １３７点

２位： １組 ７５点

3 年

１位： ４組 １４１点

２位： ３組 ８６点


